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♪ありがとうございました!! 次号のランナーは長崎小学校 大澤 仁先生です♪ 

開館時間 

『ミストボーン 

 －霧の落とし子－ 

      1灰色の帝国』 

    ブランドン･ 

    サンダース/ 著 

    早川書房 

       【933.7/ｻ1】 

       『ミストボーン  －霧の落とし子－』 

         ブランドン･サンダースン/ 著、 金子 司/訳 

                   早川書房 
 

  今月のランナーは小田 良英さんです! 

  私が紹介したい本はミストボーンというファンタジー小説です。全米 

でベストセラーになりました。少し本の紹介をします。 

空から火山灰が舞い、老いた太陽が赤く輝き、夜には霧に覆われる「終

（つい）の帝国」。神のごとき支配王が千年のあいだ統べるこの国の底辺

には、スカーと呼ばれる卑しい民が存在した。盗賊団の少女ヴィンは、 

とるにたらぬスカーとしてひっそり生きてきた。 

ある日、腕に凄惨な傷を持つ男に見いだされるまでは----金属を体内 

で燃やし、不思議な能力を発現させる盗賊たちの革命を描いた作品で、 

少女ヴィンの成長と冒険のお話です。 

ワクワクしますので読んで見てください。 

9月の休館日 

お話し会は 

16日(土)11:00～ 

みんなで命について考えよう!! 

10:00～19：00 

4・11・19・25日 

9月20日～9月26日は『動物愛護週間』です。 

みなさんは、どんな動物を飼っていますか？ 

命ある動物を愛情をもって正しい飼い方をしま 

しょう。 

8月9日（水）～8月31日（木）ほんわ館ギャラリーに『西郷隆盛・従道兄弟と 

中山町との縁』のパネルを展示しました。西郷隆盛にもっとも似ていると 

言われた石澤宏太郎氏の迫力ある等身大のパネルがドーンとみなさんを 

出迎えました。 

7月29日（土）～8月13日（日）まで、『ほんわ館からの 

挑戦状』を行ないました。小さな挑戦者たちが日々 

挑戦状に奮闘しました。 

騒がしい時もあった 

かと思いますが、みな 

さん温かい目でお見守 

りくださりありがとうご 

ざいました!! 
裏面のおすすめコーナーは『可愛いペット特集』 

です!!動物の好きな方も苦手な方も手に取ってみて 

ください 

<ほんわ館からの挑戦状> 



ペットは家族の一員。 

これから飼いたいと思っている方、もう 

家族として一緒にいる方も、本の中の 

ペット達の可愛い仕草に 

いやされるのもいいでしょうし、 

「大事な家族」のケアを 

知るのにもいいかも 

しれません。 

『インコ式生活の

とびら』  

鳥式生活編集部 /

編     

誠文堂新光社    

【646.8 /イ 】 

育て方から環境、

性格、病気の話ま

で 

 

『幸せなハムス

ターの育て方』  

岡野祐士 今泉忠明 

/監修     

大泉書店    

【645.9 /シ 】 

小さくて愛らしいハム

スターとの暮らしが、

もっともっと楽しくな

る！ 

『猫語の教科書』  

野澤延行 /監修     

池田書店    

【645.7 /ネ 】 

共に暮らすための 

やさしい提案 

『犬の気持ち、 

通訳します』  
アネラ /著     

東邦出版    

【645.6 /ア 】 

犬の「本当の気持ち」を

知ったとき･･･あなたの中

で何かが始まる 

今月の 

   おすすめコーナー 

9月は動物愛護週間の 

月でもあります。 

この機会にぜひペット達

のことをもっと知って下さ

い!! 

♪ほかにもたくさん 

  ご用意しています 

新しく入った本 

『世界で一番美しいクラゲの図鑑』 

リサ=アン・ガーシュウィン / 著 

的場 知之 / 訳  

エクスナレッジ  【483.3 / ガ】   ここに掲載されている本は一部です 

『はくぶつかんのよる』  

ジャレッド・チャップマン / さく  木坂 涼 / やく        

ほるぷ出版  【E / チ】 （よみきかせコーナー） 

『ぱんつさいこう！』 

イザベル・シムレール /  文・絵     

石津 ちひろ / 訳    岩波書店   【E / シ 】 

『やまがた キャバレー時代』 

本村 凌二 / 著  講談社     【778.2 / モ 】  

夜、静かな眠りにつく博物館。ところが、1匹のちょうが逃

げ出したのをきっかけに、生き物や化石や道具たちが動

き出し･･･。幻想的な世界が繰り広げられる、美しい絵本。 

『裕次郎』 

高橋 義夫 / 著  阿古耶書房  

【914.6  / タ】（郷土コーナー）    

山形新聞に連載

された、山形市

の盛り場の光景。 

 

1987年7月17日、国民的大スター石原裕次郎、

永眠。彼はなぜあんなに魅力的だったのか?昭

和を駆け抜けた彼の生き方、彼の生きた時代

を考察する。  

『クマノミのおさんぽ』 

かわいい野菜たちがカラフルなパンツ

をはいて登場。トイレトレーニングに

ぴったり。 
夏の思い出と共に･･･ 

海の生き物が 

登場する本を 

2冊紹介します 

広部 俊明 / 写真   羽田 美智子 / 文    

小学館   【E / ヒ 】 


